
（別紙３）

～ 2026年　3月  31日

（対象者数） 14 （回答者数） 14

～ 2026年　3月  31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

職員全員が主体的に業務改善へ関わることができるよう、定

期的な振り返りや意見交換の機会を継続するとともに、改善

内容の共有・評価を行い、より質の高い支援体制の構築につ

なげていく。

2

・卒業後を見据えた個別支援計画の作成・定期的な見直し

・就労系障害福祉サービス事業所や企業への見学・体験機会

の提供　・公共交通機関の利用、買い物、金銭管理などの生

活訓練の実施　・地域行事やボランティア活動への参加を通

じた社会経験の充実　・職員研修を通じて、就労支援や自立

支援に関する専門性を高める

3

年齢や発達段階に応じた役割や活動内容を工夫し、異年齢で

協力して取り組む機会を積極的に設けます。高校生や高学年

の児童が年下の子どもの見本となったり、活動をサポートし

たりすることで、責任感や自己肯定感を育みます。また、異

年齢交流を通して、一人ひとりが安心して関われる環境づく

りに努めます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

地域や関係機関との交流・連携の機会を計画的に設け、学校

や相談支援事業所等との情報共有を強化する。また、地域資

源を活用した活動を取り入れ、児童が地域の中で安心して生

活できる支援体制づくりを進める。

2

思春期の心身の変化や個々の特性を理解するため、職員研修

やケース共有を行い、適切な関わり方の統一を図る。また、

自己表現や感情調整、人間関係づくりを学ぶ活動を取り入

れ、児童が安心して成長できる環境づくりを進める。

3

○事業所名 おしごとれんしゅう教室

○保護者評価実施期間 2025年　4月　1日

○保護者評価有効回答数

2025年　4月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
２０２６年　５月１３日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域支援、地域連携

（地域とのつながりや他機関との連携体制が十分に構築されて

いない。）

児童への日々の支援を中心に取り組んできた一方で、地域との

つながりを広げる活動や関係機関との定期的な情報交換の機会

が不足していた。今後は、地域資源や関係機関との連携を強化

し、より多面的な支援体制の構築が必要である。

思春期特有の課題への対応

思春期を迎える児童への関わり方や、自己理解・感情調整・人

間関係づくりに関する支援について、職員間でさらに専門性を

高める必要がある。

業務改善を進めるためのPDCAサイクルに全職員が参画してい

る。

職員一人ひとりが業務改善に主体的に関われるよう、日頃から気づい

たことや改善案を共有しやすい雰囲気づくりを意識している。職員会

議や日々のミーティングにおいて、支援内容や業務の振り返りを行

い、良かった点や改善が必要な点について意見交換を実施している。

また、職員間で情報を共有し、全員が共通認識を持って支援の質の向

上に取り組めるよう努めている。

就労に向けた支援を行っている。

当事業所では、高校生一人ひとりの将来を見据え、「卒業後の

生活につながる支援」を大切にしています。自立に必要な生活

スキルや社会性、就労に向けた基礎的な力を育むとともに、学

校や関係機関、保護者と連携し、進路選択から卒業後まで切れ

目のない支援を行います。地域で安心して自分らしい生活を送

れるよう、実践的な活動を通して成長を支援しています。

児童発達支援も行っている会社で多様な年齢と交流がある。
異年齢の子ども同士が関わることで、思いやりやリーダーシッ

プ、コミュニケーション能力を育むことができます。

事業所における自己評価総括表公表




